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雉通、個人を特定す鶴ため膊生擦鰯繭に鐵す

鶴披繭蓼注 囲されてお り、その中で亀繭隷識は

カメラなどの援爆デバイスにより震時%で認証

できはため、輸蒻験手法 と機で鋼待 されてい

昏。 ここでは、人物綽醸 な瞑影 したダレー・ス

ケーール画像 (以 下、醸 lhi機 と鰈)な プラクタル鱗

続すはことで、誤繭攘時分類写可畿でおほか検

耐す憔。
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明 量は、撮影方法の機蠅図 を拳
‐
lp。 艤難 吟

鏃、曹量‡造はホ ワイ トボー ドを驚いた。また、

醸繭筐 として、燎像度 藤‡ax鯛 倉[購應x攣‡]の ダ

折―スタール繭豫 な驚いた。畿 lMi像 鍮分類

は、以下瘍ように行 う゛先ず、基準 とす碁鹸

画像 (以 下、議撃畿画像)お 、別の顔画像 《以

下、比較爾爾艤)を 驚麟
‐

ll― 鶴。ただし、基準

醸 lMi像 及び比較譲 lyi像 は、大きさがはぼ同毬

で、表構が類餞 していは亀の場層いた。数は、

披験 /1y― の基準爾画像‡こ鸞 し、飽軋繭画像 との

%の lni像 特徴距粽 [11,[2]Jを 求鵡鶴ことによぅ

で分類を行 う。

ここで、餘像機轍距鼈ドま以下靱ように求

めた。先ず、口倉に示 -3‐ ような、大きさ∬X

璃爾X鬱蝠の画像データの隧爾鰹を式脚ギ)で表

し、どX眩甕XCに の性意の撤層ヽ鎮滅を考え、始

の llll漑 におけは、隠絣饉 滅∬ノ,為》,ズ Xが キ″警灼》摯
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薦を藤 し馨‡き、Nは示すようは、始れぞれ徹
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縦鞭麟 轟 難職1繊 錢 樹験機 藝

濶 蠅誰
鐵鑽麟な

(轟》鸞表購の場合
嘲3藤準な画像

図4比較醸繭豫

《鶴》鶴繭の場合

(b》 鶴畿の場合

数に鰺艤度の等はいoつの画像のアテクタル

シX‐―ケンスぶ及び 7を以下のまれ最農す。
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このとき、画像特鰺懸跛写は膵》式で与え錮

軋
不

帯
鱚

亀 軸 ご濾 … 鯰

ただし、膨および趾機控れぞれ、プテクタル

シ姜ケンスS,「の援蒻的平均饉を示す。議嗜の

画像写類献 していは場合、
「

鋳0と な卜。畿繭

像を分類すほ際、ここでは被験機の基準顧画像

と比慾爾画像 との間靱爾は特徽懸辣ごを求め、

不写最小とな卜比咸醸繭濾む被彰麟な人の顔爾

像をす鶴。

錠:購 驚幕

(a》 鸞蓑購の場合
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吻襖雉簑

農 量プサクぷル次元む纏鐵係数 (基準醸繭豫 )

(a》 無蓑鸞の場合                わ》笑Mの場合

撥漑蓄 ‡誦鰈蓄 餞 鍍饂着 3 被饂鸞 4

診 鵞.37◎ 晰 機。蝶◎輪 録 灘苺惑Ψ◎ 巾 量。Nは7

橙 0.参99 浴 鰈苺鬱1参 釉 0.参鬱令 R り。なりな

鰺鶉嚇聯 撥 蝙麟 慇 被嘔は ア蜆 嘔蕃 ぶ

巾 量,3‡ 鵞 鰈 鵞建315 錮 量.饉3鬱 務 灘欅礁謬卍

仄 O.参りな 凩 0.鬱9秒 R ◎薔惨な卜 渕 0,なけな

表 27ラ クタル次

(a)無表購の場合

鷲お糠鶉係数 (力臨は緩画像》

被蟷聯 蓋鋏饂嚇懺 被饂蕃 3 咸蟷麟礁

晰 ‡齋礁磯濾 診 磯.5写 磯 鰈 量.38◎ 楊 量。壕り3

鯰 ◎=秒99 貪 |.令はや 渕 0.は瘍 贔 ◎奮9参り

蜆 鰈鸞 5 鶴蒻蔚 臨 鑢 蒻 麗 Ψ 綾歿讐 8

務 暑苺量感鵞 鰈 ‡.蝶懲5 楊 鵞薔礁磯3 鰈 量.感49

胸 0.鬱惨な 卜 り,鬱99 貪 0,晰参参 R 0,999

綾 饂警 蓋綾 饂警 露 被彰者 3 綾 嘔鸞 壕

鰈 鵞.感22 鰈 催。3秒藤 鰈 鵞苺礁禽鵞 拶 機。347

渕 り,ななけ 凩 ◎鑢9惨な 疱 り。なけ鍮 又 け。なけ惨

鑢 隷載 聯 被蟷麟 6 撥 饂攀 7 饂鰈麟慇

晰 量̀N◇3 巾 ‡苺礁0◇ 夕 暑。2秒謬 務 |。 415

盪 り。9鬱鬱 飩 |.夕99 癸 ◎.19鬱 R |.はなり

蛛 笑藤 の場合

被饂者鵞被隷鸞 2 被歿鸞 3 被蟷者 4

夕 量。38懸 診 機。1礁参 診 量.3孟参 該 量、31機

R 鸞.秒9秒 鯰 り。な,な 釉 り.鬱9攣 又 0.鬱99

被蒻麟 s 被な機鶴鍍歿麟 7 被徳機は

晰 ‡,懲27 鰈 量.3懸念 鰈 磯。385 輌 ‡.4礁2

笏 |.9参9 礼 ◎、9瘍 卜 0.鍮参り 浴 0ゃつ99

表 3画像籍徹睡褥ぽ(無表満の場合》

鯰饂畿画像

量 2 懲 4 S 懸 7 隆

饉準

輻画像

磯 け。O量 感 ◎.038 醸颯1感◎ り。け57 ⑬璽埒5◎ 0,輪2参 ◎繹◎トン り,鵞 憔3
９

態 |.り3Ψ り。◇量◎ 0.◎懲懺 0.◎撃憔 り。OSI |.030 0曖 03醸 り。量3感
鍮
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礁 ◎饉◎懺6 り。け礁倉 り,D懸3 0.◎倉機 0.0な懸 ◎奎02翻 ◎苺◎Ψ糧 ◎菫OL5
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鯰 り,磯 37 り.‡ 燿懲 ◎謗量は磯 0.‡ 0◇ |.‡ 94 り。磯礁豊 りな量秒慇 り。98轟

農壕繭艤特畿懸鑽抒(笑藤の場合》

比魏願爾磯
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織 3 蝶 藤 靡 Ψ
０
◇

懸撃

醸爾畿
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被彰麟は8轟 とし、趙代繭半靱露強 とした。

国3及びN4サ機被饂機の議撃畿画像 と鯰能畿 lyi

像をそれぞれ示す。被彰鸞が難畿購の場合よ笑

藤の場合で鱚儡。先ず、基準畿繭豫及び飽載醸

画像のプラクタル′隆ほういて検耐す饂。具体鶉

には、プラクタルブジウン爾数 [3]を爾いて、プ

ラクタル次元勝及び本回闇係数%をま絲る。結鷺

を表 灘及び表置に添す。いずれの鏑合も機N係
数茫!ま、ほぼ◎.999でかり、骰己糠無強写認路

られは。従つて、通わわ0画像はプテクタル性

を持つこと写わ弄靡。

次に、表3及び表 4は基準な爾像赴飽炊畿爾

像 鍮颯%の画像特雛懸隕躙を求めた結果を示

す。ただし表りにおけは籍及SA~llの機儘4は被験

灘靱纏号を示
-9~藝

表 3よ り、被饂麟 灘,議 ,4,T,3

の場合、爾じ鍍験機 と靱%の画朧籍撒懸鶉之予

狡小とな卜こと写かかは。また、表4よ り、性

験者ヲ笑顔の場合、口攣被蟷者 との間の画像輸

徽雛饒写が最小饉な承 はていはとと写かかは。

これら靱繊難より、l■i像籍徽懸鼈
=を

用いはこ

とで、本人の爾画像 と矮фttlbl‐ 爆を分類できる

可畿性のあ儡ことポかかは。一方、被駿者の表

情によって分艤吟推定結果
「

糞鍮は理鍮に増い

ては、畿在、観確になゃていないので、今後詳

艤に検討を構 ゔ

繹澪麒鋏儡

アテクタル祠続により畿爾濾を分類すは手法

を提霙し、横講な精った緯鷺、顧繭艤はプテク

タル性を持やこと弔かかった。また、本手法鍮

蠅い鶴ことで、畿 lhi像 を分類でき鶴 llT畿性の品

はこともかかつた。
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